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日時：平成 30 年６月 28 日 

場所：ハートフルかすが 

会議の詳細は 

丹波市ホームページ 

自治協議会と自治会、地

域の団体、行政との関係

をどうするのか。 

丹波市自治基本条例第 12 条に規定されている自治協議会

が、主体的に地域課題を解決できる多様な力を醸成するため、

組織運営及び住民活動を推進する支援策を検討し、市民の共

通認識を図ることを目的として丹波市自治協議会のあり方懇

話会を設置する。 

懇話会趣旨（丹波市自治協議会のあり方懇話会設置要領抜粋） 

地域の総意を取るのが

非常に難しい。 

地域の方々が互いに本

音で議論できる場所を

提供し、議論の結果をま

とめる事が役割。 

10年後 20年後に向け

自発的に動く人が必要。 

どの地域にもいる。雰囲

気づくりだけの問題。 

上手な世代交代の方法。 

次の人が楽になるよう

に取り組む。 

自治基本条例における

自治協議会の目的や性

格の確認が必要。 

地域の課題を解決する

上で自治協議会の役割

とはなにか。 

将来に向けた、行政の相

応しい支援とはなにか。 

担い手を募集しても集

まらない。 

募集して待ちの姿勢で

は集まらない。得意な

事を聞く機会を設け

る。得意な人を探すこ

とが必要。 

新たな担い手を確保す

るにはどうするか。 

若い人は指示命令され

ることが苦手。活動を任

せ切れるかが秘訣。 

地域づくりと女性。 

女性には子どもの為に

地域を良くしたいと考

える方がいる。 

丹波市にもいるはず。 

基調講演「みんなで楽しくまちづくり」 

1 地域活動の見直し〔活動の棚卸し（止めるという英断）+体力の見極め〕 

   統合型：今までの団体を統合し、自治協議会に一本化 

   補完型：今までの団体が担わなかった新たな活動を自治協議会が担う 

   支援型：他団体の活動を自治協議会が支援 

2 階層組織とネットワーク 〔活動により変える〕 

3 ネットワーク型の展開〔やりたい人にやりたいことを任せる〕 

◎組織運営の現状と課題 
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◎活動内容の現状と課題 

行政の縦割りが、地域の

縦割りに繋がっている。 

行政からの依頼が多い

ため、トップダウンで動

かざるを得ない。 

自治協議会と自治会と

行政の関係。 

自治会と自治協議会の

役割を整理し、アプロー

チ方法を調整すること

が必要。 

行政からの依頼が多す

ぎる。 

自治協議会や自治会だ

けでなく、多様な市民に

活動を呼び掛ける事が

必要。 

行事を止める、縮小す

る勇気を持てるかど

うかが重要。 
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会

第
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平成31年度

第

八

回

懇

話

会

「組織運営」、「活動内容」を重
点的に「拠点施設」、「人・財源」
をテーマに意見を伺う

「組織運営」、「活動内容」、「拠点施設」、「人・財源」を
テーマに意見を伺う

4/26 自治会長会役員会での説明

5/8自治会長会理事会での説明

5/17自治協議会代表者による

意見交換会での説明

5/26自治会長会総会での久教授講演

6/15自治協議会地域コミュニティ活動推

進員による意見交換会での説明

平成31年度予算に反
映できる事項から反映
させる

平成32年度予算に反
映できる事項から反映
させる

中
間
ま
と
め

懇話会の開催と並行して、自治会長会での報告や自治協議会代表者による意見交換会、自治協議会へのアンケー
トなど、連携を図りながら情報共有を行います

ま

と

め
「懇話会」での意見集約を経て、
さらに協議が必要な場合は、協
議会の立ち上げを行う

6/28 8/7 9/21 11/20 1/24

20年後の将来に向けた

取り組みは何か。 

行事を減らす。しがらみ

をクリアにする。 

自治基本条例によって制度化された自治協議会には、どのような役割や性質で自治会

と別に創設して、どのような活動を期待していたのか、制度設立時に描いていた姿と現

在を比べ、今後の自治協議会のあり方を考えていきます。 

懇話会では、「組織運営」、「活動内容」を重点的に「拠点施設」、「人・財源」をテーマ

に意見を伺い、目指すべき方向性の共通認識を図り、発展できる自治協議会に向けた議

論を進めていきます。 

今後の進め方とスケジュール 

○行政の現状と課題 
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20年後の地域の自治を

考える必要がある。 

行政の縦割りが、地域の

縦割りに繋がっている。 

日時：平成 30年 8月７日 

場所：氷上保健センター 

会議の詳細は 

丹波市ホームページ 

第２回丹波市自治協議会のあり方懇話会を開催しまし

た。懇話会では、「組織運営」、「活動内容」を重点的に「拠

点施設」、「人・財源」をテーマに意見を伺い、目指すべき

方向性の共通認識を図り、発展できる自治協議会に向けた

議論を進めていきます。 

自治協議会アンケート（抜粋） 

情報共有が不十分。 

自治協議会と自治会長

会の情報の窓口統一に

よって情報共有を図る。 

住民との情報のやりとり。 

自治会長が理事のため、

意見収集や浸透が図り

やすい仕組みにある。 

若い世代と年配の方と

の話し合いの場を頻繁

に持つことが大切。 

都市との交流事業を行

い、空き家の利用促進や

定住促進に努めている。 

地域づくりと女性。 

女性には子どものため

に地域を良くしたいと

考える方がいる。 

丹波市にもいるはず。 

子育てを通じて地域

にお世話になったか

ら、現在地域づくり

に関わっている。 

地域への思いを育む

事が地域づくりを進

める上で重要。 

◎組織運営の現状と課題 
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◎活動内容の現状と課題 

自治協議会が担うべき

活動を整理する。 

地域財源を人件費には

充て難い。市に人件費の

補填を願いたい。 

地域の総意を求める会議で、意見を聞く会議か、物事

を決定する会議なのか曖昧であり、意見が地域の総意

であるとすり替えられている事がある。行政は自治協

議会にどちらの役割を期待しているのか。 

活動の棚卸し。 

楽しい行事だけ残す方

法もある。楽しい行事

で、人が育ち、繋がり

が出来て、地域の問題

に対応できる。 

新たな担い手と活動方

法を模索している。 

自分のペースで活動が

できる環境が必要。 

事業に対して役員と地

元の方に温度差がある。 

事業評価をしないと次

のステップにいけない。 

週２日コミュニティラ

ンチを開催。 

自治協議会と自治会の

関わりが増えてきた。 

若い方はやりがいが必要。 

実行委員会方式は今後

のあり方として良い。役

員の負担減にも繋がる。 

トレイルランニング

レースという新たな

取り組みを始め、新し

い担い手が現れた。 

自治協議会は個人参加。 

楽しく、やりたい人がや

りたいように出来る仕

掛けが必要。 

女性主体のイベントを

行った。女性は活発に

活動を行われ、男性に

ないところが発揮でき

た。 

魅力的なイベントがあ

っても人が集まらない。 

SNS などの情報発信の

手段は効果的。 

学校区を超えた自治協

議会の連携を考えるが、

お金の問題がネック。 

負担金を分担して、柔軟

に効果的な取り組みも

必要。 

○行政の現状と課題 
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第３回丹波市自治協議会のあり方懇話会を開催しまし

た。懇話会では、「組織運営」、「活動内容」を重点的に「拠

点施設」、「人・財源」をテーマに意見を伺いました。 

次回第４回では中間まとめをおこなう予定で、それに向

けて議論を進めていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

組織の役割の明確化 

自治会長が自治協議会

に関わる際に十分な説

明がない。 

意思決定機関には、自治

会長と各団体の代表、介

護施設長も参加。 

立場や世代が異なると

意見がまとまらない。 

自治基本条例は行政や

地域づくりに関わるル

ートとして大事。 

地域の課題解決に向け

た十分な議論がないま

ま、既存団体を基に自治

協議会は設立された。 

会長はボランティアで、

他にも仕事があるため

一日中活動はできない。 

自主的に物事が決めら

れ、上手く活動が展開で

きる仕組みが必要。 

あるべき論で話が進め

られる事があるが、早急

な変化は難しい。 

丹波市なりの仕組みや

仕掛けの考え方を組み

立てていきたい。 

日時：平成 30年９月 21日 

場所：ライフピアいちじま 

会議の詳細は 

丹波市ホームページ 

自治会と自治協議会で

活動が重なっている。 

現状を整理する事が必要 

大人数の会議では意見

が出にくい。ワークショ

ップの有効活用をする。 

参加者の意見や立場の

バランスが取れている

事が大切。 

住民投票と議会制（代表

者会議）の２段構えの体

制で行う方法もある。 

全ての住民の意見が反

映できる仕組みが必要。 

意思決定機関のあり方。 

選挙で決めるのが民主

主義の姿。実際は自治会

長などが務めている。 

◎組織運営の現状と課題① 

「まちづくり」・・・地域のために行うすべての公益活動の事。 

「自治」・・・地域の暮らしについて、自分たちで担い手を決めて活動を行う事。 

「執行機関」・・・実際に活動を行う組織や団体。 

「意思決定機関」・・・活動の方針やお金について決定するところ。 
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◎活動内容の現状と課題 

地域経営という考え方。 

地域の課題をどのよう

に解決するのか考える

事が大事。 

住民アンケートを実施

し、高齢者福祉が大切と

の意見がでた。 

研修会を開き、６つの

地域で採用された。現

在も新たな研修会を検

討している。 

地域の活動をあまり把

握できていない。 

広報誌の作成を通じて

情報収集する。 

（方法１）各団体の広

報誌を自治協議会の広

報誌にまとめる。 

（方法２）広報部会が

取材を行う。互いに顔

を合わせられる。 

（方法３）フェイスブ

ックなど SNSを通じ

た活動報告の仕組み。 

子育てで、夜の会議に参

加することができない。 

情報をもらえればHP

作成をすると言われた

方もいる。担い手に合

った活動方法がある。 

若い方を地域づくりに

登用したが、年配の方

との連携が上手く行っ

ていない。 

自治会加入者のみから

会費の徴収をしている

地域もある。その議論

ができていない。 

定年年齢引き上げによ

り、会長の担い手がい

ない。会長も 70歳以

上となり意欲が薄れ

る。組織が弱体化。 

市役所職員などが、若い

頃から地域経営に関わ

って頂きたい。 

推進員が地域づくりの

鍵である。しかし、日々

の業務が忙しく今後の

あり方を考えられる環

境にない。 

給与を頂き活動を行う

なら、やりがいが出る。

市の事業を委託して人

件費相当を賄える手段

もあるのではないか。 

行政の今後の方針や自治協議会に期待する事柄を明確にして頂きたい。 

各部会に広報委員を配

置して活動報告を行い

広報にまとめていくと

いう手法を取っている。 

○行政の現状と課題 

◎組織運営の現状と課題② 


